


















































































































































































CON区 　　　　　　　　　　　　　　　　，P90．6a　　 165，2a　　172．2a　　　176．Oa40 9　　　　　　8．4　　　　　　26．6　　　　263．5b
SUB区 217．4a　　141．1a　111，1a　　156．5　ab43．1　 　　　　9．6　　　　　　　28．1　　　　311．5ab
SUR区 121．1ab　　83．O　ab　44，7　ab　　82．9　b41．3　 　　　　8．1　　　　　　　28．2　　　　373．5a
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深度・ 水分張力値（水銀柱mm）の半旬 草丈 茎数 総重量 茎葉重 塊茎重
調査項目 平均値（8～9月）＊ （cm）＊＊ （本）＊＊ （9） （9） （9）
区名 10cm　20　cm35cm（平均） （n＝20） （n＝20） （n＝20） （n；20）（n＝20）
CON区 41．2　　36．244．Oa40．5 44．2 10．1 178．Oab128．5b49．5
SUB区 40．2　　26．631．5b32．8 46．7 11．4 200．Oa154．5a45．5
CONB区 64．2　　49．641．8a51．9 43．5 8．9 127．5b79．5bc48．0
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CON区＞SURB区
スに作用していたことを示している。ただし，CON区＞CONB区およびSUB区＞SUBB区間
でみられたのは雨の多かった’88年であった。次に灌概の効果についてみると，両農場で同じ有
意差が得られたのは2回で，SUR区＞CON区およびSUR区＞SUR区間にみられた。この結
果は溜既，特に地表灌概の効果を示している。
　なお，SUBB区およびSURB区ともバリヤーおよび灌概が他区よりも効果的な結果を示す，
相乗効果についても検討したが，そのような結果はみられなかった。
4．考
?
　シ。ウガの根群は半径40cm，深さ30　cm内にほとんど分布し，表層10　cmまでにその60～
70％が含まれているといわれている4）（著者の実験データでは20cmまでに，86．8～99．5％：未発
表）。そこで本報では深度35cmの水分張力値についてはこれを無視し（35　cmの値は他の深度
に比し相対的に低く，ショウガの生育に決定的な影響を及ぼすものとは考えられないので；以下
同様に88年度のデータも），10および20cmの値について検討することにした。
　スポットバリヤーのないグループ（以下NGと略記する）とバリヤーを埋設したグループ（以
下BGと略記する）間の保水効果，すなわちNG＞BG（水分張力値はBGの方がNGよりも低
い）関係にあるものについてみると，バリヤーの保水効果は1987年の深度10cmでSUB：
SUBBの両区間およびSUR：SURBの両区間でpF値のNG＞BGの関係が認められたが，統計
的に有意差はみられなかった。しかも地下および地表灌概のいずれもバリヤーのある方が保水傾
向を示している（収量には反映されずに終わっているが）。しかも雨の多かった’88年には
NG＞BGの関係はみられず有意差もなかったが，逆にBG＞NGの関係を示した。前報1）の誉田
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農場の場合（’87年）も10cmでSUR区＞SURB区の関係があり，　SURB区にやや保水効果が
みられたが，統計的に有意差はみられなかった。
　保水効果とは逆に，バリヤーの水分ストレス，すなわちNG＜BG（BGの方がNGよりもpF
値が高い）関係は次の4区間（87年の深度10cmではCON区：CONB区，20　cmではCON区：
CONB区，　SUB区：SUBB区，およびSUR区：SURB区間）で差が認められたが有意差はみ
られなかった。’88年度の深度10および20cmでも同様にCON：CONBの両区間およびSUB：
SUBBの両区間にNG＜BGの関係がみられたが，有意差は認められなかった。前報および佐野
ら5）の結果同様，バリヤーはNG＜BGの関係を各深度ともみせ（’88年もSUB＜SUBBで），乾
燥を助長する傾向を示した。
　バリヤーはショウガの草丈および葉緑素の推移に影響を及ぼさなかった（’88年も同様）が，
逆に前報同様茎数および収量にはマイナス効果，すなわちNG＞BGという収量減を助長する
（’88年も同様）傾向（茎葉ではCON区＞CONB区およびSUB区＞SUBB区，また総重量では
SUR＞SURB）を示したが，いずれも統計的に有意差は認められなかった。また雨量の多い場
合も，バリヤーは総重量および茎葉重とも減少の傾向を示した。
　灌概（’87年のみ）についてpF値と灌水点発現率をみると，前報同様地下および地表灌漉と
も80mmの（4回の灌概）差がこれらの値を下げ，灌概，特に地表灌概はNGおよびBGいず
れの場合もその有効性を顕著に示した。収量についてみると，NGではCON区：SUB区
（CON区に対し18％増）およびCON区：SUR区間（同42％増），またBGではCONB区：
SUBB区（CONB区に対し14％増）およびCONB区：SURB区間（同31％増）で灌概の効果
がみられた。前回同様，地表灌概が地下灌概に優る傾向はサトイモ6）でも認められているが，そ
の原因としては，SUR区が灌概基準観測点になっていること，およびバリヤーの深度が深過ぎ，
さらに暗渠および補助暗渠の充填モミガラ部分の粗間隙が大き過ぎたためと考えられる。
　前報では5回C87年），本報では4回（’87年；’88年は0回）の灌概となった。（8月におけ
る灌溜iおよび無灌溜i両区の差は80mmであった）が，収量は吉田農場よりも誉田農場の方が
CON，　SUB，　SUR，　CONB，　SUBB各区，およびSURB区でそれぞれ3．1，2．5，3．0，2．5，2．8，およ
び2．8倍も多かった。このことはショウガが熱帯アジア原産7）の作物であるのに，高冷地の吉田
農場（標高890m）で実験した結果の温度不足によるもので（誉田の最高重量はSUR区の
1122．5gで，吉田の’87および’88年に対しそれぞれ3．0倍および5．6倍であった。’87年はSUR区
の373．5g，’88年はSUB区の200　gが最高），富士北麓地域での実験には不向きであったとも考
えられる。
　2年間に2農場で，3作栽培した結果を収量（総重量）についてみると，灌概効果は認められ
たものの，灌概ぬきのバリヤーの効果は否定的であった。しかも’88年には雨が多く，pF値に
BG＞NGの傾向がみられたにもかかわらず（有意差はみられなかったが），総重量は逆に
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NG＞BGの関係を示し，有意差も認められた。このことは水分が十分であっても，収量に対し
てはバリヤーが何らかの逆効果を示しているとも考えられる。
　本実験では灌溜iの効果は顕著であったが，バリヤーの使用はその意図に反した結果に終わって
いる。’88年の場合バリヤーは収量を減じる傾向を示したが，根ショウガ販売用としての塊茎重
ではSUB区：SUBB区間でバリヤー区の方が優る傾向を示した（検査結果に有意差はなかった
が）。このことに加え，ショウガの根群は深度20cm以内にほとんど含まれていることから，20
cm以内の浅い深度層を対象にしたバリヤーの保水効率を（バリヤーをもっと浅くし，地下給水
効率も高める）考慮した実験も必要かと考えられる。
　以上，2年にわたって気候と土性の異なる2農場（千葉および神奈川県）で同一品種を3作栽
培し，スポットバリヤーと灌漸の影響についての実験を試みたが，自然環境下ではいずれも同じ
ような環境条件が得られず，複数年にわたる圃場試験の難しさを痛感させられた。
6，摘 要
　シ。ウガの生育に及ぼすスポットバリヤーと地表および地下灌概の影響について，前報
（1987年の誉田農場）に加え，2年にわたり富土吉田農場で同様の実験を試みた。1987年度の7
および8月の降雨量はそれぞれ96．4および68．8mmと，7月はやや多めであった。1988年度は
降雨量が多く，6，7，および8月はそれぞれ267．5，93．5および400．1mmであった。このような
条件下で，地表灌瀧区の深度10cmにセットしたテンシオメーターの示度がpF　2．5を越えた時
点で，20mm／回の地下および地表灌概を行った。その結果，’87年には8月に4回の灌概（計
80mm）となったが，1988年度は灌概が不要であった。前報を加え，このような条件下で得ら
れた3作を総合した結果は以下の通りである。
　1）灌漸しない場合（CON：CONB区間），バリヤーは保水傾向を示さず，ほとんど水分スト
レスを助長ぎみの傾向を示した。しかも雨量の多い場合は減収させた。
　2）　灌概した場合，バリヤーは地下灌概よりも地表灌溜iの方がより有効性を示した。
　3）灌概は，バリヤーなしのCON区に対しSUBおよびSUR両区の収量をそれぞれ18％
（5％減少はこの時のみ）および42％（36％），またバリヤーを埋設した各処理区間ではCONB
区に対しSUBBおよびSURB両区では収量でそれぞれ14％（32％）および31％（48％）の増
加を示した（括弧内は前報のデータで，’88年のものは含まず）。
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